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ボランティアに参加してくださった保護者の皆さん、ご協力ありがと
うございました！12月も予定しています。よろしくお願いします。 

お兄さん、お姉さんが楽しそう
に遊ぶ姿を見て、早速真似を
始める年少組さん。 
自由で楽しい雰囲気がやって
みたいにつながっています。

『アメンボって
飴のように甘い
においがするか
らアメンボって
いうんだよ』 

『カメのこう
らってどうな
ってるの？』 

雨天で延期になっていましたが、やっと出掛 

けることが出来ました。 “ひょうたん池自然 

を考えよう会”の皆さんが温かく迎えて下さ 

り、池の周りを一緒に散策しました。 散策を 

しながらカニの穴やカニをたくさん見付けて 

大興奮の子どもたち！実際に見たり、触れた 

りする「直接体験」は子どもたちの心を動か 

し、驚きや感動が言葉になり感じた思いを伝 

える姿につながっています。こういった楽しか 

った思い出が、自分たちが住んでいる地域
の良さを感じることにつながっていくよう
願っています。

＊ひょうたん池交流＊（年長） 

2月 28日（金）に“東部幼稚園ありがとうの会”を予定し
ています。時間や内容については検討中ですので決まり次第お
知らせします。園児、保護者、職員みんなで楽しめる会にしたい
と思っていますが、保護者の方の参加は任意とします。 

全園児集合写真をドローン
で撮影していただきました。 
12 月 1１日（水）はハイ
チーズカメラマンによる全園
児集合写真を撮影します。

＊年長組 表現遊び 

正しいリズムでたたい
たり、鳴らしたりすること
を求めるのではなく、友
達と楽しく表現する楽し
さを味わうことを大切に
しています。

トートバック、コース
ターは閉園式の記
念品となります！ 

園に戻って早速
カメのこうら作りを
始めた子どもたち。

ひょうたん池の生
き物が登場するお
話遊びを考えた年
長組さん。なりきっ
て遊んでいます。 



日 月 火 水 木 金 土 

１ ２ 給 
巡回園務員 

３       給 
参加会、懇談会 
（りす・ひよこ）

４      給◆
参加会、懇談会 
（きりん） 

５        給 
参加会、懇談会 
（うさぎ） 

６        × 
祖父母参加会 
１１時降園 

７ 

８
地域防災

訓練 

９        給 
園庭開放⑤ 
保育参加 
全園清掃 

１０      給 
園外保育（年長） 
竜洋海洋公園 

１１     給◆
餅つき(鏡餅作り) 
はい、チーズ撮影 
集合写真撮影 
（全園児）

１２       給 
避難訓練（火災） 
仲間タイム 
会計監査
図書整理 

１３       給 １４ 

１５ １６       給 
保育参加 

１７      給 
クリスマス 
お楽しみ会 

給食最終日

１８      × 
11 時降園
おはなしポケット 

１９       × 
終業式 11時降園

２０      
冬休み開始 
1 月７日まで 
預かり保育料振替日 

２１

２２ ２３       ◆ ２４      ２５      

園納金振替日 
２６        ２７     

年内預かり保育 
最終日

２８ 

２９ ３０ ３１ 
大晦日

1 月 1日 
元旦 

２ ３ 
預かり保育休み 
1 月 3日まで

４ 

５ ６ 
年始預かり保育 
開始 

７ ８       × 
始業式 
11 時降園 

９        × 
11 時降園 
卒園記念写真撮
影（年長）

１０       給 
給食開始 
鏡開き 
お楽しみ会

１１ 

１２ １３ 
成人の日 

１２月行事予定 

＜年長児の卒園写真撮影について＞ 
日時：1月９日(木)９：００～   
服装：園服、半ズボン、靴下 
※当日は、都合欠席がないようにお願いします。 

＜お願い＞預かり保育料、園納金振替日の前日までに口座残高の確認をお願いします。 
１２／１５（日）～１２／３１（火） 年末の交通安全県民運動期間です 
慌ただしい時期ですが、親子で交通ルールを守り、チャイルドシートの着用を忘れずに！！ 

外国人園児相談員（通訳）巡回日…◆ 

ランドセルを背

負って歩きまし

た。一年生になる

前に、家から歩く

練習をしておく

といいですね。 

ルールを守って歩こう！！ 
交通安全教室（年長：きりん組） 

１１月１日（金）にきりん組が参加し、交通安全指導員の方から
歩道の歩き方、信号や渡り方の確認、車に乗る時はチャイルドシー
トを着用するなど教えていただきました。また、傘をさしての歩行訓
練を行いました。傘の開閉時は①周りの人に当たらないように確
認し、ゆっくりとボタンを押しながら行う 傘を下に向け持ち手をく
るくる回しながらしまうなど、学びました。歩道や信号機のある横断
歩道を渡る際、渡っていいのか判断に迷う子が多く見られました。
お子さんと一緒に歩きながら、自分で考えて判断することができる
よう、必要に応じて言葉を掛け、見届けていただけると嬉しいです。
子どもだけでなく、大人の私たちがモデルとなり、交通ルールを守
って安全に歩くことや、運転する姿勢を見せていくことが大切です
ね。 

右、左、前、後ろ、確認しながら歩

きました。道路でも出来るかな？ 

傘をさしての歩行訓練。自分で考え

て渡れるか判断することが大切。 

『やってみよう！！』とする気持ちを大切に 
～年少・年中児の雲梯に挑戦する姿から～ 

「半分まで進んだよ 
～、もうちょっと！」 
「頑張って～♪」 

年中児・年少児が雲梯に繰り返し挑戦する
姿が増えてきました。友達が遊ぶ姿を見て刺
激を受け、自分なりに挑戦したり、何度も取り
組んだりする姿に成長を感じます。「やってみよ
う」という気持ちや、繰り返し頑張っている過程
を大切にしています。遊びや活動を通して、そ
れぞれの年齢の遊びや経験の積み重ねから、
主体的に行動（自ら考え判断し、行動する）す
る力が育っていくよう、応援していきたいです。 

「先生、見てて！」 

「もう1回やりたい！」 


